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1. はじめに

上級レベルになってもコ 使 方 韓國人學習者 日本語 敎ソアの い がおかしい これは に を えている。

日本人 敎師 良 聞 言葉 例の から く かれる である えば のアをソにしてしまったり。 、 、

のソをアに 言してしまったりすると われている。

昨日のレストラン よかっただろう、

ああ、 その 本当 宋レストランね によかったよ。 。 、

沖縄 來 女 人 大 乘 大から た の は きなオートバイ るんですよ きいですよ オートバイ、 、 大が きくて、

あの女 子 大 迫田他の も きい。 、

金そうすればお がなくなるでしょう。 あの時 田窪どうしますか。 、

學習者 多 得 用また のソを ソでなくアであるべきだという も いし のアをあり ない い、 、 、

方 上級 學習者 多であるという の も いようだ。
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客 運轉手さん、その 前 停ビルの に めてください。

運轉手 はい、そこですね。

本 人 書 人この ミラ さんという が いたそうなんですが どこの ですか、 、 。

君、あの先生 知 金水 田窪を らないのか。 、

以上 疑問 上 本稿 現在韓國 行 指導 現狀 日本語敎科書のような の では で われているコソアの の を に、 、

扱 日本語敎師 指導方法 二 視点 槪觀みるコソアの いと の という つの から してみる そして そのコソア。 、

指導 現狀 槪觀 踏 實際 韓國人學習者 指示詞 運用能力の の の を まえて の の コソアの はどうであるかを、

對話調査 探による で ってみる。

指示詞 習得 關 先行硏究 宋 參照そして コソアの に する は を されたい、 。

2. 韓國 指示詞 指導 現狀における コソアの の

2-1. 敎科書 見 扱に るコソアの い

韓國 大學 日本語敎育 使 種類 敎科書 初級用 中級用 上級用 種類 中の の に われている の の、 、

文法 文型項目 扱 調 結果 整理で としてのコソアがどのように われているかを べてみた その を する、 。

と のようである。

日本語敎科書 見 項目 扱に られるコソア の い

番号 敎科書名
出版
國

學習レ
ベル

出版
年

出版社 著者 現場指示 文脈 非現場 指示

新編 日本語 韓國 初級 螢雪出版社 李賢起 兩指示詞 對照 距離區分の 、 なし

日本語 〃 〃 韓日日語日文學會 兩指示詞 對照 距離區分の 、 なし

、 〃 〃 不二文化社
兩指示詞 對照 距離區分の 、 、

縄張り
なし

大學日本語 〃 〃 螢雪出版社 兩指示詞 對照 距離區分の 、 なし

日本語みんなの 〃 〃 田中 他よね 兩指示詞 對照 縄張の り、 なし

日本語會話 〃 〃 他 兩指示詞 對照 距離區分の 、 なし

〃 〃 兩指示詞 對照の なし
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〃 〃 吉本一 兩指示詞 對照の なし

〃 〃 兩指示詞 對照の なし

日本語初步 國際交流基金 日本 〃 凡人社 鈴木忍他 距離區分 縄張り、 なし

大學敎養日本語 韓國 〃 螢雪出版社 閔聖泓他 兩指示詞 對照 距離區分の 、 なし

〃 〃 他 兩指示詞 對照 縄張の り、 なし

〃 〃 關陽子 兩指示詞 對照の なし

日本語 初級 讀解 日本 〃 アルク 因京子 他 なし なし

現代日本語 韓國 〃 不二文化社 黃虎哲 兩指示詞 對照 距離區分の 、 なし

文化初級日本語 、 日本 〃 凡人社 文化外國語專門學校日本語科 縄張り 共有知識

繪でマスター 〃 〃 凡人社 村野良子 縄張り なし

〃 〃 宮本渟他 縄張り なし

大學日本語 韓國 〃 螢雪出版社 金順槇 兩指示詞 對照 距離區分の 、 なし

大學敎養日本語 〃 〃 螢雪出版社 孫大俊他 兩指示詞 對照 距離區分の 、 なし

〃 〃 他 兩指示詞 對照の なし

、 〃 〃 他 距離區分 縄張り、 なし

日本語中級 〃 中級 關正昭他 兩指示詞 對照の なし

日本語會話中級 〃 〃 二日市狀他 なし なし

中級 學 別日本語から ぶテーマ 〃 〃 硏究社 荒井礼子他 なし なし

現代日本語 中級コース 、 日本 〃 名古屋大學出版會 名古屋大學總合言語センター なし
共有知識、

回想

日本語 中級 讀解入門 韓國 〃 富岡純子他 なし なし

日本語初中級 日本 〃 スリーエーネットワーク 名古屋 敎材作成グループ
距離區分 殊 中称に のソ、 、

縄張り
共有知識

〃 〃 武藏野書院 秋豆美晴他 なし なし

韓國 〃 他 なし なし

日本語 學 日本語で ぶ 日本 〃 大修館 黑羽宋司 距離區分 共有知識

日本語中級 〃 〃 東海大學出版會 東海大學留學性敎育センター なし なし

中級日本語 、 韓國 〃 韓國外國語大學校出版部 日本語科敎材編纂委員會 なし なし

季節 學 日本語で ぶ 日本 〃 アルク 寺田和子他 なし なし

日本語表現文型 〃 〃 〃 友松悅子他 距離區分 縄張り、 共有知識

日本語表現文型中級 、 〃 〃 凡人社 筑波大學日本語敎育硏究會 距離區分 なし

韓國 〃 不二文化社 なし なし

日本語 讀解 〃 〃 螢雪出版者 鄭昌銅 兩指示詞 對照 距離區分の 、 なし

日本語上級讀解 日本 上級 アルク 柹倉郁子他 なし なし

日本語上級ジャンプ 〃 〃 硏究社 長田龍典他 なし なし

自然 日本語な 〃 〃 凡人社 櫻井晴美 なし なし

日本語敎科書上級 日本 〃 早稻田大學印刷所 早大日本語硏究敎育センター なし なし

敎科書どのようなシラバスの であろ 文法 文型項目 初級用 入門期 取 扱うと コソアの は の に り われ、

初級用 種類 中ている の。 の 種類 敎科書 現場指示用法 提示の でコソアの が されており その、

具体的 內容 見な を る 現場 知覺 指示對象 指 示 方と で できる の し し を 縄張 說り 距離區分說あるいは

をもっ 示 漢字仮名混 韓國語 文字 混用 表記て している そして じりとハングル が して され。 、 て 敎いる

科書 場合 兩語 指示詞 對照の ほとんど の を させて、 、 コ は に ソ は に ア は 對応に して

文脈 非現場 指示 言 用法いるとしている しかし と われるコソア はあま。 、 り見 全体 種類られない。

敎科書 中 初級用 種類 中級用 種類の の で と にソとア、 の 共有知識說 提示が されているだけである

縄張 說 現場 指示對象 話 手 勢力範囲 領域 屬 場合 聞 手 勢力範囲 領域 屬り とは の が し の に する はコ き の に す、 、

場合 兩勢力範囲 領域 屬 場合 指 示 說る はソ に さない はアで し すという である、 。

距離區分說 現場 指示對象 話 手 距離 差 近 指示對象 近とは の と し との の によって いところにある はコ くも、 、 、

遠 指示對象 遠 指示對象 指 示 說くもない はソ いところの はアで し すという である、 。
共有知識說 兩者 話 手 聞 手 指示對象 知 想定とは のように し と き がともに を っていると、 、 時している は

用 時 用 槪念規定アを い のようにそうでない はソを いるという のことである、 、 。

今朝田鹿君 會に った。あの人 隨分変 人は わった だね。

そう、あいつ 変人は ですよ。

君、あの件 片付は いたかい。

片付 堀口はい きました、 。 、 、

見 一緖 行おいしいレストランを つけたんですが に ってみませんか、 。

ええ、それ 今井はどこにあるんですか。 、

友 酒 一滴 飮 鈴木ぼくの だちで が も めない ってのがいるんだけど、そいつ 奧 飮の さんがすごい んべえなんだ。



他 種類 敎科書 文脈 非現場 指示の の は。 に關 項目 全 扱するコソア は く っていない。

2-2. 關 日本語敎師 指導方法コソアに する の

韓國 大學 敎 人 日本語敎師 用法 指導法 質問紙調査 行の で えている の にコソア の について を った そ。

結果 整理の を すると のようである。

用法 指導方法 質問紙調査 結果コソア の についての の

現場指示 敎を える。

非現場 文脈 指示 敎を える。

用法 現場指示 非現場 文脈 指示 指導 現場指示コソア には と があるので その は、

用法 非現場指示用法 分 敎と に けて える。

現場指示 距離區分說 敎は だけで える。

現場指示 縄張 說 敎は り だけで える。

現場指示 距離區分說 縄張 說 兩方 敎は と り の とも える。

現場指示は コ が に ソ が に ア が 對応 敎に していると える。

非現場 文脈 指示 敎 場当 的 敎を えるが たり に える、 。

非現場 文脈 指示 共有知識說 敎は で える。

非現場 文脈 指示 共有知識說 回想說 敎は と で える。

日本語敎師ほとんどの によってコソ 現場指示用法 指導 行 方法 見アの の が われている その を ると。

距離區分說 縄張 說と り が各 人 兩說 敎 答 日本語敎師 人々 ずつ をともに えると えた が、

である。そして 当 人 敎師 韓國語 指示詞に たる の は の、 比較と して コ が、 に ソ

が に ア が 對応 敎に していると えるという。

實際 對応 場合しかし には していない、 も 例 例文 中称あるわけで えば のような のソは、 で

はなく 對応 指導 含 敎師 人 後に しているのである そのことを に んでいる は だけである の。 。

人 敎師の はその 見逃 省ことを したりあるいは いたりするようである。

現場指示用法また ととも、 に文脈 非現場 指示用法 敎 答 日本語敎師 人も えると えている は だ

文けである。 脈 非現場 指示 敎 言及 控 敎師 人を えていない あるいは を えている が もいる、 、 。

しかも 敎 敎師 人 中 人 學習項目 取 上 日本語えている の で は として り げるのではなく、 、 、

を敎 際 出えている にたまたま てきたソとアについて 共有知識說 回想說あるいは 韓國語で の
当 使 分 敎に るソとアの い けを えるという。

以上 現在韓國 行 指導 現狀 大學 使 日本語敎科書で われているコソアの の について で われている の、 、

分析 日本語敎師 對 質問紙調査 通 探 結果 問題点 以下 点と に する を して ってみた その から として の が。

金水、

回想說 とは、 、 聞 手 知 對象 話 手 過去 知識 経驗 强 引のように き が らない でも し の の のイメージを く き、

起 想定 時 用 槪念規定こしたいと した アを いるという のことである。

今朝 驛前 事故で があったんだ、 。あの樣子 運轉手 怪我じゃ も したんじゃないかな。

中 素敵 人 會バスの で な に ったわよ、 。

ふふん

あの人 一度會 現代日本語 中級にもう えないかしら コース。   、
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明らかになった。

コソアの意味 用法 体系的 扱や を に っていない。

殊 現場指示に、 の中称 非現場指示 用 方 關 適切 扱のソと のソとアの い に して に われていな、 い。

日韓兩言語 指示詞の コソアと 体系 類似性 依存 敎 傾向 見の の に して える が られる。

用法 關に する槪念規定 明確 示が に されていない。

以上 指示詞 指導 現狀 槪觀 踏 以下 實際 韓國人學習者 指示詞の コソアの の の を まえて では の の コソア、

運用能力 對話調査 探の はどうであるかを による で ってみる。

3. 指示詞 運用能力測定 對話調査コソアの の

3-1. 調査 槪要の

調査 目的の 韓國 韓國人日本語學習者 會話 見 指示詞 運用能力 調査における の に られる コソアの を

する。

調査 時期及 對象 年 月 韓國某國立大學 大學生 人 日本語學習経驗 年の び の で いず、 。 、

觀光 除 日本 長期滯在 経驗れも を き へ した はない。

調査方法及 被調査者 學習 定び の レベル め

基準 基 測定方法 初級の に づいた の によって から

超級 判定 結果 被調査者 名 便宜的 上位までのレベルに する その をもとに を に。

人 中位 人 下位 人 分グループ グループ グループ の グループに ける、 、 。

調査者 測定資格 有 日本語母語話者の を する 。

3-2. 調査 結果の

被調査者 判定 使用數 運用 狀況による のレベル とコソアの などの の

整理を すると のようである。

判定 運用 使用數等によるレベル とコソアの



上

位

グ

ル

プ

相對的話題指示 來日経驗ア のソ あり

相對的話題指示 來日経驗ア のソ あり

相對的話題指示 友人 見ア のソ あり ビデオを る

相對的話題指示 見ア のソ ビデオをよく る

相對的話題指示 見ア のソ ビデオをよく る

中

位

グ

ル

プ

相對的話題指示 來日経驗ア のソ あり

相對的話題指示 迷ア のソ う

相對的話題指示ア のソ

相對的話題指示ア のソ ビデオをよくみる

中

位

グ

ル

プ

下

位

グ

ル

プ

言 淀い みの あの かもしれない

直 迷ソ ア ソ と す っている

計

調査 結果 以下 五の は の つにまとめることができる。

學習 上 系列 指示詞 使用 學習者 割合 增加 表 図レベルが がるにつれてどの も を する の が する と

參照 。

學習 別指示詞 使用 割合 表レベル の の
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下位グループ 中位グループ 上位グループ

使用コの 人 人 人

使用ソの 人 人 人

使用アの 人 人 人

學習 別指示詞使用 割合 図レベル の
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コ系指示詞

ソ系指示詞

ア系指示詞

指示詞 總使用回數 比較 下位 一人平均 回 中位 一人平均そして コソアの の グループ グループ、 、

回 上位 一人平均 回 會話 運用 上 上 指示詞グループ からも の レベルが がれば がるほど コソア、 、

多 用 明 分 同 學が く いられているということが らかになった しかしながら からも かるように じ。 、

習 中 使用回數 差 使用 各個人 話 方レベルのグループの でも の がかなりあり コソアの は の し によるとこ、

大 分ろも きいことが かる。

被調査者 人 用が いてい 指示詞 各 全部合 回 回る コとソとアを 々 わせるとソ コ、 、 、

回ア、 、 順 用 割合 最 高 對話 中 先行詞 指 示の に いられている ソの が も いのは の の を し す。

その そ、 れ 多 用 思を く いているからであると う。

反面 非常 少アは に ない、 。そ 理由 次 二点 考の としては の が えられる。 前節 韓國 指示の における

詞 敎育 現狀 指摘 通 非現場指示コソア の で した り の、 当 使 分 關 槪念に たる ソとア の い けに する

理解の が明確でないからである。 用 方 知 本調査 會話アの い を っているとしても の による、 の場

合 被調査者 調査者 共有 知識 経驗 共有知識說 共有は と との の があまりないため の、 の 話 手ア し

聞 手兩者 共 知 想定 経驗的知識 記憶 指示 時用と き が に っていると する を する いるアのことである。
現が れにくいからである。

被調査者 人 用 指示表現 非現場指示用法が いているコソアによる はほとんど のものである。具体

的 非現場指示用法 中 相對的話題指示には の にも、 單純照応指示と 卽 本硏究である ち のような。 、

相對的話題指示 話 手 聞 手 表現內容 話題性 経驗的知識 記憶 對象 指 示とは し と き の にある のある の を し す、 、

時 非現場指示用法 時 普通 兩者 話 手 聞 手 共有 経驗的知識 記憶 對象の のことである この し と き が する の。 、 、

共有 経驗的知識 記憶 對象 用はア していない の はソを いる、 。

單純照応指示 兩者 話 手 聞 手 経驗的知識 記憶 關 單 文脈 言語的とは し と き の とは わりのない なる の なある、

素材 指示 非現場指示用法 時 普通 用を する のことである この ソを いる。 、 、 。



會話 場合 現場 直接指 示 運用 機會 一人 獨による の では で し す の もあまりないし でつぶやいたりする、

話 機會 現場指示用法 獨立的話題指示用法の もないから コソアの と、 現 明は れにくいことが らかにな

った。

使用 下位アの は グループ、 人 中位 人 上位 名 用グループ グループ が い、 、

表 參照ている 。下位 中位 使用 割合 低 對 上位 使用 割合グループで の が いのに し グループで の、

高が いのが分 誤用 注目かる しかしながら これらすべてのアが であることに した。 、 い。

例えば、 上と は 位 被調査者グループの 、 中位 被調査者は グループの 、 下位は

被調査者グループの の誤用例 相對的話題指示 非共有 話 手である すべて のソ のソ のことで し と。 、

聞 手兩者き が共 知 言 経驗的知識 記憶 指示 時用に っているとは えない を する いるソのことである。

指で し示 相對的話題指示 共有 表すべきところを のア のア のことである にしている。 の

參照 殊 下位 被調査者 會話例に グループの の。 、 はおもしろい 最初 言はソと。 ったのをす

直ぐアに す。 後 調査者 一回 確認その すぐ の それもう という に そのアをま、 た 直ソに している ソか。

迷 卽アか っているわけである ち、 。 、 前節 韓國ここでも の におけ 指示詞 敎育 現狀 明る コソア の で ら

非現場指示かになった の 当 使 分 關 理解不足 明確 現 言に たる ソとア の い けに する が に れていると
える。

學習 別 使用 誤用 割合レベル アの の
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調査者 以下省略 小學校 中學校 先生 好 先生あの とか の で きな がいますか、 、 、 、 。

小學校 小學校 時 男 先生 先生ええ あー の に あのー の が いました その は、 、 、 、 、 。 、あの時

に結婚 學生 思 私 學生 何 何 思しなくて だけと って が に をする をするといいかなと った、 、 、

先生 好 筆者 傍線 付 加 以下省略だから みんな きでした が を け えた、 。 、 。

韓國 映畵の

日本 映畵いいえ の です、 。

話どんな ですか

女性 死 戀人 二人 女性 出 一 人 二 役んー ある が んだ を ん あー の が ます が つの、 、 、 、 、 。

をします。

分はい かりました、 。

獨立的話題指示 聞 手 場 狀況 中 話 手 觀念 中 浮 話題性 経とは き がいない の の で し の の に かべている のある、 、

驗的知識 記憶 素材 指示 時 非現場指示用法 時 普通 用の を する の のことである この アを いる。 、 、 。



宋 晩 翼․迫田久美子 ································································指示詞 指導 現狀 運用能力調査コソアの の と

死 戀人んだ の あ、 、あの女性 男性 戀人が ある の です、 。

時間 時間 授業 終 終それから あのー とか ぐらい が わって わってか、 、 、 、 ら ん、 、あの日は

學校 勉强 日で する もあるし。

中略

私 中學 年生 私 先生 先生 社會 社會が のとき の でしたが その は んー その、 、 、 、 、

先生 敎 科目 社會 先生 時が えている は で あーその はその あー、 、 、あの時、

才 才 才 結婚 女 先生で まだ しないでいる の でした、 、 、 、 。

中學校 時 國語 先生 好 先生の こっこ の が きです んー その は。 、 。

ん

お、あの先生は。

一回それもう 。

先生その 。

聞あ どっち こえなかったの うん、 、 、 。

國語 敎 先生あー こっこ を えて いる、 、 。

一体 誤用現象 起このような はなぜ きるのか。

用 被調査者 關 以下 二 共通点 誤用 原因 探 一アを いている に する の つの から の を ることができる つ、 。

目 用 方 正 理解 正 別 自 用は アの い を しく していないうちに しいかどうかは にして ずからソを いるべ、 、

点 二 目 誤用 用 被調査者 表きところをアにしてしまう である つ は のアを いている は の。 、 、

分 來日経驗 日本人 友達 日本 見からも かるように があったり の がいたり のビデオをよく たりし、

他 被調査者 自然 生活 中 日本語 多 接 言 換て の よりより な の の に く しているようである い えれば ア、 。 、

用 被調査者 他 被調査者 生活 中 生 日本語 通 接 機會を いている は の より の の 々しい を してアに っする が、

多 判斷かったと される。

從 會話 誤用 程度日本語 會話 運用能力 進 正って におけるアの はある の の が んでいながら しいアの、 、

用 方 身 學習者一般 現 習得 一過程い をまともに につけるための に れるコソアの の としての

考ではないかと えられる。

4. 終りに

以上 韓國 指示詞 指導 現狀 踏における コソアの の を まえて によ、 、

運用能力測定 對話調査 行 結果 會話 運用 上 上るコソアの の を った その の レベルが がれば がるほどコ。 、

多 用ソアが く いられる、 中 使用 最 多 反面 非常 少コとソとアの でソの が も く アは に ない ほとんどのコ、

非現場指示用法ソアが のものである、上位 使用 割合 增加 同時 用グループではアを する が すると にソを

誤用現象 增いるべきところをアにする も えている、という 明 殊 上位ことが らかになった に グループ。

多 見 誤用現象 奇妙 上達 一過程 見 退行になって く られるアの は で の として なされる いわゆる では、 、

退行現象 捉 韓國 指示詞 指導 現狀 問題ない と えることができよう そして における コソアの の で。 、

第二言語習得 誤 分類 一 發達上 誤とは における りの の つで の りのことであ、 、 言語 母る その を。

語 習得 子供 發達段階 見 誤 第二言語習得 學習者 母語 無關係 現として する の に られる りで において の とは に れる、

ものである。



点 指摘 關 不適切 扱 兩指示詞 類似性 依存 敎 方 影響として した ソとア に する な いと の に する え の が コ、

習得 使用 少 誤用現象 現 言ソアの において アの の なさ と アの で れているとも える。

最後 本調査 限定 一集団 對 運用能力 調査 今後に は された に して によるコソアの の であったが、 、

實際 指導 効果 檢証 含 橫斷的硏究 行 第二言語習得硏究 信は のコソア の の も んだ を うことによって の、 、

賴性 高 思を めたいと う。
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要 旨

本論 韓國 行は まず で われてい、 、 る 指導 現狀 敎科書 扱 敎師 指導方法コソアの の を にみるコソアの いと の と

二 視点 槪觀いう つの から し 結果 意味 用法 体系的 扱 殊 現場指示てみた その コソアの や を に っていない に。 、 、

中称の のソと非現場指示 用 方 關 適切 扱 指示詞のソとアの い に して に われていない コソアと、 の

体系 類似性 依存 敎 傾向 見 用法 關 槪念規定 明確 示の に して える が られる に する が に されていな、 い というこ、
明とが らかになった。
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指導 現狀 踏そして コソアの の を、 ま 實際 指示詞 運用能力 探えて の コソアの はいかなるものかを ってみ、

結果 會話 運用た その の。 、 レ 上 上 多 用ベルが がれば がるほどコソアが く いられる、 中 使コとソとアの でソの

用 最 多が も く反面 非常 少 非現場指示用法アは に ない ほとんどのコソアが のものである、 、上位グループでは

アを使用 割合 增加 同時 用 誤用現象 增する が すると にソを いるべきところをアにする も えている、ということ

明 殊 上位 多 見 誤用現象 上達が らかになった に グループになって く られるアの は の。 、 一過程 見として なされ

退行 退行現象 捉る いわゆる ではない と えることができよう そして コソ、 。 、 ア 指導 現狀 指摘の の で した

關 不適切 扱ソとア に する な い 兩指示詞 類似性 依存 敎と の に する え方 影響 習得の が コソアの において ア、

使用 少の の なさ と 誤用現象 現アの で れていることが分かる。

: OPI指導 現狀 對話調査 運用能力キーワード コソアの の による コソアの、 、 、

使 分 誤用現象 退行 退行現象ソとア の い け アの ではない、 、
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